
 
 

 

 

平成27年度可児市教育委員会の方針と重点 

 

 

 

  「可児市第四次総合計画・基本目標」 

多世代がふれあい 地域で育む心豊かな人づくり 

 

 「可児市教育基本計画・基本理念」 

ともに学び、ともに育み、だれもが輝くまち・可児 

～みんなで取り組む ひとづくり まちづくり ふるさとづくり～ 
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 １ 

平成27年度予算概要 

 一般会計予算総額  ２８，６００，０００千円（対前年度比 3.2％増） 

 教育費歳出 【４，３０７，８５７千円】（対前年度比 6.2％増） 

       前年度 ４，０５６，５７１千円 
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【可児市教育基本計画の基本目標と施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各課の【施策ごとの重点項目】中「教育基本計画の施策番号」は、上記の「基本目標」

の番号及び「施策」の番号を示している。 

基本目標Ⅰ 

（幼児教育・学校教育分野） 

夢に向かって生き生きと学

べる幼児教育・学校教育 

施策１ 豊かな心を育てる幼児教育の充実 

施策２ 子どもたちの確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

施策３ 活力ある学校経営の推進 

施策４ 教員の資質及び指導力の向上 

施策５ 一人一人の状況に応じた支援の充実 

施策６ 安全で健康づくりを考えた給食の提供と食育の推進 

施策７ 安心して学べる学校施設環境の整備・充実 

施策１ 家庭教育の啓発・支援 

施策２ 地域の教育力の向上 

施策３ 休日・放課後の子どもの居場所づくり 

施策４ 青少年の健全育成 

施策１ 多様な生涯学習機会の提供 

施策２ 市民の主体的な生涯学習活動の支援 

施策３ 図書館の機能充実と読書活動の推進 

施策４ だれもが参加できる生涯学習施設環境の整備・充実 

施策１ スポーツに親しみ、楽しむ機会の提供 

施策２ スポーツに取り組む人材の育成と技術の向上 

施策３ 気軽に利用できるスポーツ施設環境の整備・充実 

施策１ 文化・芸術に親しむ機会の提供 

施策２ 市民の主体的な文化・芸術活動の支援 

施策３ 文化財の保護と歴史の継承 

施策４ 文化・歴史に親しめる施設環境の整備・充実 

施策１ 教育委員会の活性化 

施策２ 効率的な教育行政運営 

基本目標Ⅱ 

（社会教育分野） 

あたたかさと厳しさを持つ

家庭づくり・地域づくり 

基本目標Ⅲ 

（生涯学習分野） 

市民の意欲と能力を伸ばし、

生かす生涯学習 

基本目標Ⅳ 

（スポーツ活動分野） 

健康、生きがい、人とのつな

がりをつくるスポーツ活動 

基本目標Ⅴ 

（文化・芸術活動、歴史分野） 

文化・芸術の創造と歴史の継

承 

全体の推進体制 

 



３ 

 

《 教育総務課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

教育委員会の活性化 

（全体の推進体制－１） 

①多様化する教育課題に連携して取り組むため、総合教育会議に

おいて市長との協議、活発な意見交換を行う。（２） 

②定例及び臨時教育委員会会議を開催し、教育委員会の方針や規

則の制定改廃などを上程し決定する。（１） 

③教育委員会会議での審議をより一層充実するため教育政策会議

を随時開催し、中長期課題などの協議や報告を行う。（１） 

④今年度から開始する学校事務の共同実施が適正に運営できるよ

う、側面からの支援を行う。（２） 

⑤県教育委員会連合会主催など教育委員の各種研修に参加する。

また、市の教育課題に即した行政視察を行い、視察成果を教育

施策に反映するよう努める。（３） 

 

効率的な教育行政運営 

（全体の推進体制－２） 

①市長の意見を的確に把握し、教育委員会等と調整を図りながら、

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」改正後初めてと

なる市の教育大綱策定を適正に進める。（１） 

②関係する機関や部署と連携し、国・県の上位計画を踏まえなが

ら、市の教育大綱を反映した教育基本計画（後期計画）の策定

を行う。（１） 

③効率的な学校運営のため、教育委員会各課、市長部局及び学校

相互の情報共有を図り、改善につなげていく。（１）        

④部局を横断した全市的な取り組みとなるマイナス10カ月からの

子育てプランについて、連携して取り組む。（１） 

⑤教育基本計画の進捗管理を兼ねて「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」に基づく教育委員会事務の点検・評価を実施

する。（２） 

⑥開かれた教育行政を推進するため、事業の成果や会議録などを、

ホームページなどにより公表する。（３） 

 

安心して学べる学校施設環境

の整備・充実（Ⅰ－７） 

①小学校（11校）の空調設置工事を実施する。（１） 

②春里小学校及び中部中学校屋内運動場スロープ設置工事を実施

する。（１） 

③南帷子小学校屋内運動場大規模改造工事実施設計業務を実施す

る。（１） 

○市民から信頼される開かれた教育行政を目指し、教育委員会の機能を活性化するとと

もに、教育委員会事務局の全体調整を行い、各施策を効率的・効果的に実施する。 

○安全・安心な教育環境を確保するため、学校施設などの状況を的確に把握し、施設設

備の充実を図るとともに、災害時に避難所としても有効に機能できるように施設の大

規模改造やバリアフリー化を推進する。 



４ 

 

④学校施設の状況を的確に把握し、緊急度・優先度を見極め適切

な営繕工事を進める。（１） 

⑤学校管理備品を適正に購入するとともに備品の有効活用をす

る。また、施設の維持管理を各種管理運営業務委託等により適

正に行う。（２） 

⑥紙ベースの台帳データを電子媒体に移し替えるなど、教育財産

管理台帳の整備を順次行っていく。（２） 

⑦モニタリングを通じて学校給食センター施設の適正な維持管理

を行う。（３） 

⑧学校現場の危機管理能力向上のための情報収集を行い、実践に

つなげていく。（６） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

教育委員会一般経費 教育委員報酬、教育委員会連合会負担金等 3,617 

教育総務一般経費 各種事務用品購入費等 3,500 

教職員住宅管理経費 修繕料等 808 

教育基本計画策定事業 教育基本計画策定委員会委員謝礼、正本費等 447 

小学校管理一般経費 
学校用務員・給食配膳員等の賃金、各種消耗品、光熱水

費、各種備品購入費、施設管理委託料等 
203,703 

小学校施設改修経費 小学校の施設営繕工事費等 51,450 

小学校校舎大規模改造事業 実施設計委託料、改修工事費、空調設備設置工事費等 645,212 

中学校管理一般経費 
学校用務員・給食配膳員の賃金、各種消耗品、光熱水費、

施設管理委託料、各種備品購入費等 
100,691 

中学校施設改修経費 中学校の施設営繕工事費等 25,991 

学校給食センター建設事業 
施設維持管理・給食運搬等委託料、割賦料等(学校給食

センターPFI事業) 
179,689 

 



５ 

 

《 学校教育課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

豊かな心を育てる幼児教育の

充実（Ⅰ－１） 

①小１プロブレムなどの課題を共有し、発達段階に応じた指導に

ついての研修を実施する。（２） 

②幼稚園の教育内容に関する指導・援助をする。（３） 

子どもたちの確かな学力、豊か

な心、健やかな体の育成 

（Ⅰ－２） 

①ＱＵ及びＮＲＴ等を活用して、すごしやすく学びやすい学校生

活をつくる。また指定校による研究を行う。（１）（３） 

②学校生活全般及び市主催の研修会等を生かして、コミュニケー

ション能力の向上を目指す。（１） 

③英語によるコミュニケーション能力の育成に関わるこれまでの

研究の成果を市内の全小学校に拡大する。さらに指定校におい

て研究を継続する。（１）（２） 

活力ある学校経営の推進 

（Ⅰ－３） 

①各小中学校の地域力を生かした体験学習の支援を行うととも

に、美濃桃山陶に関する事業の一環として、ふるさとを誇りに

思う事業に関する体験学習への支援も行う。（１） 

②小中学校の連携した研究及び指導をする。（５） 

教員の資質及び指導力の向上 

（Ⅰ－４） 

①ＱＵ及びＮＲＴの活用を含めた各種研修を充実する。（１） 

②これまでの研究指定校公表会のあり方を見直し、平成28年度か

ら新たな指定による公表会を行う準備をする。（３） 

一人一人の状況に応じた支援

の充実（Ⅰ－５） 

①スクールソーシャルワーカー等を活用し、生徒を取り巻く環境

の問題が複雑に絡み合い学校だけでは解決困難なケースの改善

に取り組む（７） 

②スクールサポーターを適切に配置し、教育環境の整備を行う。

（２）（５） 

③各種相談活動の充実や、いじめ防止専門委員会・子ども相談セ

ンター・警察等、関係機関との連携を図る。（４）（７） 

④要保護・準要保護及び特別支援教育に係る支援事務を適切に行

う。（６） 

○可児市学校教育力向上事業（ＱＵ及びＮＲＴの実施と研究指定校の設定、専門家の

指導等）により、すごしやすく学びやすい学校生活をつくる。 

○国際化時代に対応し、誰に対しても物怖じすることなく、コミュニケーションを図

ろうとする子どもの育成を目指した研究をする。 

○「マイナス10カ月からの子育てプラン」の推進にあたり、義務教育期の児童生徒の

活力ある学校や、確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成をめざし、子どもや地

域の実態に応じた、学校経営への支援を行う。 

○教育研究所を通じ教職員の資質向上に関する支援体制の充実を図る。 

○経済的に就学が困難な児童生徒の保護者を支援することにより、子どもの自立や自

己実現に向けた教育を充実させる。 



６ 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

学校教育一般経費 
日本スポーツ振興センター共済掛金、代替バス運行委託

料、特別支援教育育成会補助金等 
23,377 

可児市学校教育力向上事業 

スクールソーシャルワーカー、スーパーバイザー謝礼、

スクールカウンセラー謝礼、学級アセスメント調査委託

料、全国標準学力検査委託料、等 

31,869 

スクールサポート事業 スクールサポーター賃金、通訳サポーター賃金 96,858 

外国語・コミュニケーショ

ン教育推進事業 

英語指導助手派遣委託料、コミュニケーション能力育成

モデル事業委託料等 
22,299 

学校教育助成事業 体験学習事業補助金、ふるさとを誇りに思う事業補助金 14,400 

学校図書館運営事業 学校図書館システム借上料、学校図書館員賃金 18,970 

ばら教室ＫＡＮＩ運営事業 臨時職員賃金 11,493 

いじめ防止教育推進事業 いじめ防止教育プログラム経費 120 

日本語指導が必要な生徒へ

の学習支援事業 
非常勤講師・通訳支援員謝金 5,162 

教育研究所事業経費 教職員研修委託料、相談員報酬等 14,198 

小学校教育振興一般経費 校医等報酬、健康診断手数料等 22,544 

小学校教材備品購入事業 教材備品・理科教材備品購入費等 9,500 

小学校情報教育推進事業 パソコン借上料、修繕料等 22,127 

小学校就学援助事業 要保護・準要保護児童援助費等 21,879 

中学校教育振興一般経費 校医等報酬、教育振興補助金、健康診断手数料等 21,465 

中学校教材備品購入事業 教材備品・理科教材備品購入費等 6,250 

中学校情報教育推進事業 パソコン借上料、修繕料等 10,142 

中学校就学援助事業 要保護・準要保護児童援助費等 20,999 

 



７ 

 

《 文化財課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

文化財の保護と歴史の継承 

（Ⅴ-３） 

①地域とも連携し、文化財の管理、修繕、環境整備を行う。（１） 

②指定文化財や指定候補を対象に調査を行う。（１） 

③美濃金山城跡は、城下の地籍図のデジタル化や城の復元イラス

ト作成とともに、保存管理計画を策定する。（２） 

④大萱古窯跡群は、弥七田古窯跡の試掘調査を行うとともに、国

史跡指定を見据えてこれまでの調査のまとめを行う。また、そ

の内容について広く情報発信する。（３） 

⑤開発に伴い、記録保存のための試掘・発掘調査を行う。（３） 

⑥宮太鼓や流鏑馬など、伝統文化の継承を支援する。（４） 

⑦市民がより身近に文化財を感じ誇りとなるよう、講座等を通じ

てその価値を広く周知する。（６） 

 

文化・歴史に親しめる施設環境

の整備・充実（Ⅴ－４） 

①荒川資料館や豊蔵居宅周辺の整備に着手する。母屋の修繕、ト

イレと東屋の設置、階段や園路の修繕、不要樹木の伐採、資料

館へのバリアフリーの検討などにより、豊蔵の足跡を整備・顕

彰していく。（１）（26年度繰越事業） 
 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

文化財保護一般経費 指定文化財管理等委託料等 6,750 

指定文化財整備事業 指定文化財修繕料等 3,583 

緊急発掘調査事業 発掘作業員賃金、発掘調査用具借上料等 5,961 

美濃金山城跡等整備事業 保存管理計画策定委託料等 6,883 

美濃桃山陶の聖地調査・保

存事業 
弥七田古窯跡測量調査等委託料、発掘作業員賃金等 6,210 

美濃桃山陶の聖地整備・Ｐ

Ｒ事業（26年度繰越事業） 

居宅改修工事費、トイレ・東屋設置工事費、資料館周辺

整備工事費等 

(所管分) 

52,000  

○文化財の保護・継承と活用を図るため、保存管理や環境整備、調査を行う。 

○史跡美濃金山城跡の整備・活用を視野に入れ保存管理計画を策定するとともに、城跡

の魅力を広報する。 

○大萱古窯跡群の継続調査とまとめ作業を行い、国史跡指定への意見具申を準備する。 

○荒川資料館・居宅周辺の公開に向け２年計画で整備に着手するとともに、美濃桃山陶

の聖地を広報する。 



８ 

 

《 郷土歴史館 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

文化・芸術に親しむ機会の提供

（Ｖ－１） 

①館相互の連携による企画展を開催するとともに、関連講座等を

開催する。（３） 

②学校や公民館などと連携し、団体の受け入れや資料の貸出、出

前講座を行う。（３） 

③年間を通じて、多彩なメニューの陶芸教室を開催する。（４） 

 

文化財の保護と歴史の継承 

（Ⅴ－３） 

①歴史資料についての調査・整理を行い、調査報告書を発行する。

（５） 

②所蔵資料の保存と活用のため資料整理や図録作成を行い、展示

会などで活用する。（６） 

 

文化・歴史に親しめる施設環境

の整備・充実（Ⅴ－４） 

①郷土歴史館分館の耐震診断と兼山歴史民俗資料館の耐震補強実

施設計を行う。（１） 

②郷土歴史館、兼山歴史民俗資料館、荒川豊蔵資料館、川合考古

資料館及び陶芸苑の適正な管理・修繕を行う。（２） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

郷土館管理運営経費 臨時職員賃金、施設管理委託料、光熱水費等 13,307 

陶芸苑一般経費 陶芸指導員報酬等 4,892 

兼山歴史民俗資料館管理経費 臨時職員賃金等 2,986 

荒川豊蔵資料館運営事業 臨時職員賃金等 12,430 

資料調査保存事業 報告書等印刷、資料燻蒸委託料等 1,850 

 

○歴史館や資料館、陶芸苑の活動を通じて、郷土の歴史や文化を広く紹介する。 

○市民が、気軽に郷土の歴史や文化に親しめる場と機会を提供する。 

○歴史資料などの調査や整理を進め、活用を図る。 



９ 

 

《 学校給食センター 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

安全で健康づくりを考えた給

食の提供と食育の推進 

（Ⅰ-６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①献立作成委員会を開催し、栄養バランスのとれた魅力ある給食

を提供する。（１） 

②「学校給食衛生管理マニュアル（H26.7改訂版）」及び国の学校

給食衛生管理基準等に基づいた適切な衛生管理に努め、食中毒

の発生を防止する。（１） 

③「学校給食異物混入対応マニュアル（H26.4改訂版）」及び国や

県からの指導事項等に基づいた適切な衛生管理に努め、異物混

入防止の徹底及び混入時の迅速で適切な対応を図る。（１） 

④学校給食費の適正な徴収を進める。（１） 

⑤給食用物資購入選定委員会を開催し、安価で良質な食材を購入

する。（２） 

⑥食材及び完成食品（完成給食）の放射能検査や細菌検査を実施

し、安全性を検証する。（２） 

⑦地場産物の使用に努め、地域の自然や文化、伝統、農業等に対

する理解と関心を深める。（２） 

⑧食について、正しい理解と望ましい習慣、食に関する実践力を

身に付けさせるため、給食の特性を生かしながら、発達段階に

応じた食育指導を実施する。（３） 

⑨献立表への使用食材の記載や栄養成分配合表等の情報提供を行

うなど、学校や保護者との緊密な連携を図り、食物アレルギー

対応を進める。（３） 

⑩給食残渣の堆肥化を進め、資源の有効利用を図る。（３） 

⑪試食会などを通じて、成長期に必要な食事や朝食の大切さなど

について啓発する。（４） 

⑫献立表や給食だよりを配付し、食に関する情報の提供や啓発を

行う。（４） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

給食センター運営経費 給食材料費、御嵩町学校給食ｾﾝﾀｰ維持管理負担金等 478,084 

給食センター管理経費 給食センター業務委託料等 262,181 
 

○成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスのとれた安全で安心

な魅力あるおいしい給食を提供する。また、学校給食を通じて食に関する指導を行い、

児童生徒が食の大切さを理解するとともに、食を選ぶ力を身につけ、広く食文化を習

得できるようにする。 
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《 こども課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

豊かな心を育てる幼児教の充

実（Ⅰ－１） 

①小１プロブレムについて、子どもの育ちと学びをスムーズにつ

なげるため、平成26年度に作成したアプローチカリキュラムを

実践する。（２） 

②国の子ども・子育て支援新制度による施設型給付の移行に伴う

事務等の適切処理（５） 

③平成27年度から夏休み等の長期休暇時の“預かり保育”を開始

する。（５） 

④身近な相談の場づくりとして「マイ保育園・幼稚園」制度の実

施に向けて検討する。（５） 

 

休日・放課後の子どもの居場

所づくり（Ⅱ－３） 

①増加するキッズクラブ利用者及び兼山キッズクラブの新設対応

及び地域住民や高校生等によるボランティア参加を拡充する。

（２） 

②キッズクラブと放課後子ども教室を一体化する“放課後子ども

総合プラン”を展開する。（２） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

市立幼稚園管理運営経費 
臨時職員賃金、光熱水費、給食材料費、施設管理委託費、

施設営繕工事費等 
26,929 

私立幼稚園支援事業 
幼稚園就園奨励費補助金、教材費補助金、施設整備補助

金等 
201,996 

キッズクラブ運営事業 臨時職員賃金、給食材料費、委託料等 92,089 

 

○子ども子育て支援事業計画に位置付けた事業の推進及びマイナス10カ月から“つなぐ・

まなぶ・かかわる”の子育て“10の重点課題”を重点事業として推進する。 

〇幼稚園、保育園、小中学校の連携を目に見える形で強化・交流を図るとともに、幼稚園

における体験活動や地域との交流等により豊かな心を育てる幼児教育を推進する。  

○放課後子ども総合プランに基づき、キッズクラブの運営及び地域社会の中で子どもが育

つ環境づくりを推進する。 
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《 人づくり課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

地域の教育力の向上（Ⅱ－２） ①地域行事への参画及びあいさつ運動など地区青少年育成市民会

議による青少年育成活動を促進し、地域・社会全体が子どもと

子育てに関わる気運を高めるための啓発を行う。（１） 

 

休日・放課後の子どもの居場所

づくり（Ⅱ－３） 

①家族で体験できる遊びと学びの情報誌「ランタン」を発行し、

ホームページで発信する。（４） 

 

青少年の健全育成（Ⅱ－４） ①青少年育成市民会議を中心とした青少年の健全育成事業を推進

する。（１） 

②少年センター事業として、地区市民会議やＰＴＡ連合会等と連

携して子どものいじめ及び非行防止のための見守り活動並びに

相談活動を進める。（２） 

③新成人が主体的に企画運営に参加する成人式を実施する。（４） 

 

文化・芸術に親しむ機会の提供 

(Ⅴ－１) 

①文化創造センターを拠点として、質の高い文化芸術作品の鑑賞

事業を実施する。（１） 

②多くの市民が、多様な文化芸術、講演会等を気軽に楽しむこと

ができる「一流に出会う日」事業を実施する。（１） 

 

市民の主体的な文化・芸術活動

の支援(Ⅴ－２) 

①文化芸術振興財団に委託して、市民参加による文化芸術活動を

推進する。（１）（３） 

②文化協会などの文化芸術団体の活動を支援する。（２） 

 

文化・歴史に親しめる施設環境

の整備・充実(Ⅴ－４) 

①文化創造センターが安全・安心・快適に利用できるよう、適切

な施設管理と営繕工事を実施する。また、計画的な改修に向け

て、大規模改修工事設計を行う。（１） 

②文化芸術振興財団を指定管理者として、文化創造センターの管

理運営を行う。また、平成28年度からの次期指定管理者選定を

行う。（２） 

 

○地域の教育力を高めるため、地域の各種団体と連携し、地域・社会全体が子どもと子

育てに関わる気運を高める。 

○青少年が地域の中で生き生きと活動できる環境の整備を行うとともに、青少年の健全

育成活動を進める。 

○質の高い文化・芸術を提供するとともに、市民参画を得て文化創造センターの利用促

進を図る。 

○市民主体による文化芸術活動を支援し、市民文化の創造と市民交流を促進する。 

○文化創造センターが安全・快適に利用できるよう、施設の整備及び維持管理を行う。 
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【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

成人式開催経費 記念行事委託料、記念冊子印刷費等 2,204 

青少年育成事業 青少年指導相談員報酬、青少年育成市民会議補助金等 8,883 

文化振興一般経費 文化協会等補助金 1,060 

文化芸術振興事業 
文化創造センター指定管理料、美術展等開催委託料等 

（うち）文化創造センター指定管理料 

455,314 

(450,000) 

文化創造センター維持経費 営繕工事費、備品購入費等 22,769 
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《 地域振興課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

家庭教育の啓発・支援 

（Ⅱ－１） 

①義務教育までの子どもを持つ親を対象に、公民館、幼稚園、保

育園、小・中学校で、自主的な運営による乳幼児学級、家庭教

育学級を開設し、家庭教育の学習の機会を提供するとともに、

地域における家庭教育のリーダーを育成する。（１） 

②家庭教育学級に参加できない保護者に対し、家庭教育講演会・

親育ち講座（拡大家庭教育学級）の開催など、学習機会を提供

するとともに、家庭教育学習への参加を呼び掛ける。（２） 

③子どもの社会性や倫理観を育むため、家庭でのしつけがより効

果的に実践されるよう、情報モラル教育などをＰＴＡと連携し

て行う。（３） 

地域の教育力の向上 

（Ⅱ－２） 
①養成講座を通じて子育てサポーターを育成し、家庭教育学級な

どとのコーディネート体制を整備する。（３） 

休日・放課後の子どもの居場所

づくり（Ⅱ－３） 

①公民館が子どもたちの安全安心な居場所になるよう、地域と協

力・連携して、子どもを対象とした講座等を開催する。（１）（３） 

多様な生涯学習機会の提供 

（Ⅲ－１） 

①地域や市民の学習ニーズに応じた公民館講座の開催及び学習情

報を提供する。（１）（４） 

②高齢者大学運営委員会と協働して、高齢者大学講座の開催やク

ラブ活動を支援する。（２） 

③手づくり絵本ボランティアと協働して、手づくり絵本講座を実

施する。（３） 

市民の主体的な生涯学習活動

の支援（Ⅲ－２） 

①生涯学習団体等と協力・連携して、生涯学習ボランティアの育

成及び市民主導の生涯学習事業を実施する。（１）（２） 

②地域と連携・協働して、特色ある公民館事業や公民館運営を展

開する。（３） 

だれもが参加できる生涯学習

施設環境の整備・充実 

（Ⅲ－４） 

①公民館が安全・安心・快適に利用できるよう、適切な施設管理

と営繕工事を実施する。（１）（２） 

 

○子どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。 

○市民の多様な学習ニーズや社会的課題を解決するための市民主導の学習活動を支援

する。 

○地域と協力・連携して、地域づくりや生涯学習ボランティアの活動を支援する。 

○生涯学習施設が安全・快適に利用できるよう、施設の整備及び維持管理を行う。 

○家庭と地域の教育力を高め、社会全体、市民みんなで子どもの成長を見守る環境をつ

くるため、家庭教育に関わる人づくりを進める。 
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【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 事 業 の 内 容 予算額 

社会教育一般経費 社会教育委員報酬等 1,201 

家庭教育推進事業 家庭教育学級等講師謝礼等 3,695 

生涯学習推進事業 市民参画事業委託料、講師謝礼等 1,533 

高齢者大学講座経費 会場使用料、講師謝礼等 1,866 

公民館管理経費 施設管理委託料、営繕工事費、光熱水費等 249,059 

公民館活動経費 公民館活動補助金、臨時職員賃金等 86,363 

兼山生き生きプラザ管理経

費 
施設管理委託料、光熱水費等 9,745 
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《 スポーツ振興課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

スポーツに親しみ、楽しむ機会

の提供（Ⅳ－１） 

①スポーツ推進委員などと連携し、スポーツ行事を開催すること

により、「一市民一スポーツ」の定着を図る。（１） 

②市民が気軽にスポーツに親しめるよう、全国レクリエーション

大会のプレイベントを開催する。（１） 

③可児ＵＮＩＣの活動及び自主運営に向けた取組を支援する。

（２） 

④（公財）Ｂ＆Ｇ財団が推進する“水の事故０運動”を展開し、「水

辺の安全教室」を実施することにより、水に対する知識を 多

くの方に取得していただく。（４） 

 

スポーツに取り組む人材の育

成と技術の向上（Ⅳ－２） 

①（公財）可児市体育連盟の活動を支援する。（１） 

②子どもたちが一流の選手から直接指導を受けられる機会を設け

る。（２） 

③プロ野球２軍戦を開催し、市民が一流のスポーツに触れ合う機

会を提供する。（２） 

 

気軽に利用できるスポーツ施

設環境の整備・充実（Ⅳ－３） 
①スタジアムの利用促進を図り、多くの市民の方々に使用してい

ただく。（１） 

②海洋センタープール改修のための設計を行う。（１） 

③市民が安心・安全に体育施設をしていただけるように、管理備

品の整備・点検を計画的に行う。（２） 

④体育施設の管理方法について、指定管理者制度の導入を検討す

る。（２） 

 

 

 

 

 

○心豊かで健康な生活を営むために、スポーツに求められる役割は大きく、また、市

民ニーズも多様化している中で、ハード・ソフト両面にわたりスポーツ環境の整備

充実を行っていく。 

○国が目標とする「成人が週１回以上スポーツ活動を行う割合」65％以上を市の達成

目標とし、誰もが気軽に楽しめる軽スポーツの普及を行い「一市民一スポーツ」の

定着を図る。 

○可児ＵＮＩＣスポーツクラブへの支援を行う。 

○スタジアムの利用促進を図るとともに、将来を見据えた体育施設全体の管理方法の

検討を進める。 
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【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

体育振興一般経費 消耗品、複写機借上料、Ｂ＆Ｇ財団負担金等 1,380 

スポーツ推進委員活動経費 
スポーツ推進委員報酬、スポーツ普及員報償金、県スポ

ーツ推進委員会等負担金 
5,464 

市民スポーツ推進事業 
地区スポーツ振興費、「スポーツに親しむ日」講師謝礼

等 
8,713 

学校開放事業 施設管理委託料等 2,539 

体育連盟経費 体育連盟活動補助金、錬成館運営費補助金 41,667 

総合型地域スポーツクラブ

推進事業 
スポーツクラブ活動補助金 10,559 

体育施設管理経費 施設管理委託料、光熱水費等 95,493 

体育施設整備事業 
営繕工事費、体育器具購入費、プール改修工事設計業務

委託料 
4,013 
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《 図書館 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成27年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

図書館の機能充実と読書活動

の推進（Ⅲ―３） 

①子どもの読書活動推進計画を改訂する。（１） 

②利用者に対する図書等の適切な貸出を行う。（２） 

③利用者からのレファレンスに対する適切な対応を行う。（２） 

④移動図書館を運営する。（１） 

⑤図書館電算システムの更新を行う。（２） 

⑥適時、適切な図書等の購入と除籍による蔵書の有効活用を図る。

（２） 

⑦郷土資料や行政資料の収集及び充実を図る。（２） 

⑧除籍図書等のリユースを行う。（１） 

⑨ボランティアの協力による「かにっ子タイム」「ちびっこかにっ

子タイム」「赤ちゃんと絵本事業」を行う。（１）（３） 

⑩ボランティアの技術向上を図るための研修を行う。（３） 

⑪期間業務職員司書の資質向上を図る。（２） 

 

だれもが参加できる生涯学習

施設環境の整備・充実 

（Ⅲ－４） 

①本館屋根防水補修工事を行う。（１） 

②本館及び分館の適時、適切な維持管理を行う。（２） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

図書館運営一般経費 期間業務職員賃金、光熱水費、図書館運営用消耗品費 32,860 

図書館施設管理経費 営繕工事費、施設管理業務委託料、土地借上料 16,582 

図書館蔵書整備事業 図書購入費、新聞・雑誌購入費 20,639 

図書システム管理経費 図書館電算システム使用料、図書データ入力処理委託料 8,869 

読書推進事業 講師等謝礼、図書購入費 606 

 

〇図書館サービスを提供する。 

〇読み聞かせなどによる子育て支援を推進する。 

〇図書館ボランティアを活用し、養成する。 

〇各方面との連携により「うちどく（家読）１０」運動を啓蒙、推進する。 

〇既存施設の適時、適切な管理を行う。 


